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グ」が世界的に注目されおり（von Peter, Aderhold, Cubellis, Bergström, Stastny, 
第1章　看護基礎教育の現状と展望　 6































































































































































なく、世界的な傾向とも一致している。（Tiffany, Miguel, Martha, Osvelia, & 
















































































































































































　協同学習の世界的な権威であるJohnson兄弟らが “Cooperative Learning 
Returns to College” というタイトルの論文を発表したのが1998年であった



























































































































② 学生観 知識を受け取る器 学生は知識を構成する主体
③ 授業目的 学生の分類・選別 学生の能力開発
④ 人間関係 非人間的な関係 クラス全体の人間的な関係
⑤ 学習環境 競争や個別を促す環境 協同を促す支持的環境































































































































































































































































































































（Pajnkihar, Štiglic, ＆ Vrbnjak，2017）や、教師の資質や関わり方が看護学生の































































社会 確定社会 　　　　　　→ 不確定社会
医療/看護 医療モデル 　　　　　　→ ケアモデル























































































































































































































































































































































































































































































































































































　参加者A：〈  90コード〉《19サブカテゴリー》【8カテゴリー】 
　参加者B：〈105コード〉《25サブカテゴリー》【8カテゴリー】 
　参加者C：〈  92コード〉《30サブカテゴリー》【10カテゴリー】  
　参加者D：〈170コード〉《30サブカテゴリー》【9カテゴリー】 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第4 章 雇われ助っ人─市場と倫理 ロック；リバタリアニズム
第5章 重要なのは動機─イマヌエル・カント カント；道徳形而上学
第6章 平等をめぐる議論―ジョン・ロールズ ロールズ；正義論




















































































































































































































































































Readiness Assurance Test ：以下IRATとする）とチームでの準備確認テスト


































































































































































































































































報告されている（Wong AKC, Wong FKY, Chan LK, Chan N, Ganotice, ＆ Ho，























































































































































































1回 2015/7/3 19 11 4 4 卒業生4 A大学看護学科棟
2回 2015/8/14 15 13 2 0 A大学看護学科棟
3回 2015/9/18 12 8 3 1 卒業生1 生涯学習支援センター
4回＊ 2015/12/11 24 17 4 3 高校生２ 卒業生１ A大学看護学科棟
5回 2016/2/6 19 14 3 2 高校生1 社会人1 A大学学生会館





7回 2016/4/27 17 16 1 0 生涯学習支援センター
8回 2016/5/13 25 18 5 2 卒業生1 留学生1
A大学保健センタ
ー
9回＊ 2016/5/18 10 8 2 0 A大学保健センター
10回 2016/6/23 13 11 2 0 A大学看護学科棟
11回










-/17 11 10 1 0 ペンション
13回 2016/11/28 16 15 1 0 A大学看護学科棟
14回 2016/12/22 20 19 1 0 地域のカフェ
15回


















-/17 11 11 0 0
北部生涯学習セン
ター宿泊棟






19回 2017/3/24 15 7 1 7 他大学院生6 他大学院教員1
県外大学キャンパ
ス
計 336 231 42 63








































































































































































ている（Burg, Kosch, Neims, & Stoller, 1998；川原・奥田，2009；Coan，
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